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令和7年度全国学⼒調査
⼩学6年⽣ 算数



分数

正答率 ２３．３％ 正答率 （３）３５．４％
（４）８１．５％

＊計算⼿続きは知っている、意味は理解して
いない



中学3年⽣ 数学



正答率 ３２．２％

素数と関数

正答率 ３５.４％



⼩学・中学全国学⼒テストから垣
間⾒る学⼒困難の児童⽣徒の特徴

•もっとも基本的な概念の意味の不理解
•概念を理解するための語彙を知らない
かことばの意味を誤解している



躓きの原因がわからないまま指導するとど
うなる？→

正解を教えて暗記させる
↓

死んだ知識になる



中学⽣版たつじんテストと学⼒テストの関係

中学⽣の学⼒不振をさらに
深堀する



集計データ
• 対象者

• 中学１年⽣：419名
• A県の中学校6校分
• たつじんテストと全県学⼒調査（国語・数学・英語［A］の3教科）

両⽅を受けている
（時間が⾜りず途中から空欄がある場合にも除外せず）

• 全県学⼒調査3教科の成績の総合得点で
上位/中位/下位の3層に層分け



語彙・読解と数概念では性質が違う

語彙と読解の達⼈と学⼒ 数の達⼈と学⼒



たつじんテ
ストで測る
資質能⼒と
（いわゆる）
「学⼒」と
の関係

• 語彙・読解は標準学⼒テストで測る「学
⼒」と⽐較的きれいに呼応する
• 数の概念は（上記）学⼒と対応はするが、

語彙・読解に⽐べて対応関係は弱い。
• 標準学⼒調査で⾼位層にあっても、数の記

号接地が⼗分でなく、概念の意味の理解が
不⾜したまま「問題の解き⽅」を覚えてい
るだけの⽣徒がいる
• 学⼒テストで⽩紙解答が多く、学⼒が低い

と考えられている児童⽣徒の中には、数の
基本概念がきちんと接地できていて、「意
味」を考えている⼦どもが⼀定数存在する



層ごとの各⼤問の正答率
⾼位層でも正答率が低い→⾼位層でも意味を理解
していない

数7. 図形数6. 割合数5. 確率
数4. 元の
数との
⽐較

数3. ⼩さ
い順の

並び替え
数2. 近い
数さがし

数1. ２つの
数の⼤⼩

⽐較

70.7%60.0%62.1%73.6%76.9%56.2%86.4%上位
61.6%39.4%48.8%58.3%57.5%31.9%73.2%中位
52.4%32.2%45.8%44.1%36.6%16.9%57.4%下位



数2. 近い数さがし 全体正答率別設問ランキング
下位層はどの問題も⼀貫してできない。上位層でもパーツの組み合わせが必要に
なると急に正答率が下がる

下位中位上位属性演算問題問題番号順
位

21.440.879.5整数と分数（Cross)⾜し算2  数2. 近い数さがし 031

26.039.273.0整数と分数（Cross）⾜し算100  数2. 近い数さがし 042

24.440.868.9整数と分数（Cross）引き算3  
7
8

数2. 近い数さがし 103

13.733.667.2分数と分数（Within）⾜し算1
2   

1
3

数2. 近い数さがし 014

8.424.872.1分数と分数（Within）
４桁の分数⾜し算1

1000   
1

1000
数2. 近い数さがし 075

9.932.860.7分数と分数（Within）
分⼦が１ではなく、１に近い数字⾜し算4

5   
9

10
数2. 近い数さがし 026

18.325.653.3
分数と分数（Within）

（選択肢に0.5と１があるので、⾜し算計算
すると間違いやすい？）

⾜し算1
3   

1
3

数2. 近い数さがし 067

11.524.048.4分数と分数（Within）
仮分数⾜し算21

10   
60
31

数2. 近い数さがし 058

5.38.032.8
分数と分数（Within）

２桁と２桁
分⼦が１ではなく、１に近い数字

引き算12
13

11
12

数2. 近い数さがし 099



下位中位上位選択肢
の数属性問題問題

番号
順
位

51.173.689.3４
Within-Notation

典型的なパーセント
（100回のうち２回）

２％は下のどれと同じですか？数6. 割合
031

40.554.473.0４
Within-Notation
典型的な割引き

（1000円−200円）
1000円の２割引は下のどれですか？数6. 割合

042

35.148.873.8４
Cross-Notation

パーセント
（６割の１０分の１）

６％は下のどれと同じですか？数6. 割合
023

33.644.074.64パーセント増し(cross)
（100グラム＋２グラム）100グラムの２％増しは下のどれですか？数6. 割合

064

34.448.865.64
Within-Notation

桁数の多い数のパーセント
（10000-2500円）

10000円の25％引きは下のどれですか？数6. 割合
055

数6.割合 正答率別設問ランキング



⼩学校のときの「わからない」が中学⽣にも
ひきつがれる。学⼒上位層でも理解は脆弱
• 分数、⼩数、整数の対応付けがわかっていない
• それぞれの数の記号が「量を表す」という理解が怪しい
• 記号に対応する量感が⾝体化されていない。とくに分数の「意

味」がわかっていない。
• 上位層でも、1/1000の量感覚はわかっていても、12/13が「ほぼ１」

であるという直観がない
• 「割合」の意味がわかっていない。
• ある任意の数や量を「全体」として、それを「１」とすることが理解

できていない
• 〇％、〇分、〇割などのことばの理解があやふや



躓いている⼦どもたちに何をしなければ
ならないのか



記号接地



⽣きた知識
は⽣徒の頭
に移植でき
ない

学び⼿が⾃分で
•経験し、
•推論により抽象化
し、
•⾝体化し、
•直観を磨いていく

18



プレイフル・ラーニングと記号接地

19

遊びが記号接地を助け、生きた知識をつくる

家庭科・音楽・図工・技術・体育などの教科か
ら抽象的な概念の接地を助け、算数・数学や
科学の生きた知識の基盤をつくることを助ける



次期学習指導要領の改訂に向けた現状の
総括
•多くの⼦供が算数・数学においてもっとも重要な
基礎概念がしっかりと接地できず、意味がわから
ない状態にある。そのため、算数・数学に対して
学習性無⼒感に陥ってしまっている



現状を変えるためにぜひ知ってほしい
認知科学からの三つのポイント



１．教え⼿の頭にある知識は学び⼿の
脳に移植できない
•記号接地をしていない知識（⾃分で経験し、
その本質を⾃分で発⾒せずに教えられたこ
とを暗記しただけの記憶の断⽚）をいくら
集めても「⽣きた知識」にはならない



２．「⽣きた知識」をつくる⽀援は学び⼿の
特性を知るところから〜ある先⽣からの⼿紙
• 教員⽣活１２年⽬になりますが、算数が苦⼿なクラスを担任することが多
く、様々な実践をしてきました。わかりやすく教えるということも、常に
⼼がけていました。ですが、⼀向に成果がなく、どうしたらいいもの
か・・・と悩んでいました。
• この夏休みに「たつじんテスト」の結果を分析したことで、児童の姿がよ

く⾒えるようになりました。多くの⼦どもたちが分数や⼩数の理解ができ
ていなかったこと。形をとらえるのがかなり苦⼿なこと。⾃分以外の視点
で物事を考えることができにくいこと。そして、わかりやすく教えるだけ
では、⼦どもたちの⽣きた知識になっていなかったことを知りました。
• 学級に３⼈いるLD傾向の児童の結果も興味深いものでした。ほとんどの

ことがよくわかっていない児童、⾔葉はよく理解できているが算数が苦⼿
な児童、分野によってばらつきのある児童と「学習に向かいにくい」とい
う外から⾒ると同じような姿に⾒えても、このテストから⾒えてくる姿は
三者三様で、今後の⽀援に⽣かせる情報だと感じました。



３．「⽣きた知識」の習得の過程はリニアの
⼀次関数的累加ではない
•「⽣きた知識」の記号接地には失敗と修正がつきもの
•記号接地には時間がかかる
•記号接地にかかる時間（具体的な点を⾯に拡張して抽
象的な概念の意味を⾃分のものにするためにかかる時
間）には⼤きな個⼈差がある
•基盤概念が接地できれば、その後は⾃分で⾃⾛した学
びができる
•基盤概念が接地できれば、その後の学習はスピード
アップする



• 教科単元で学習する概念を⽣活体験にむすびつ
ける。そのとき、ひとつの体験ではなく、複数
の、違う⽂脈での体験に結びつけることが有効
→学び⼿が⾃分で点を⾯に広げることを助ける

• ⼀度説明したら「わかったはず」と思わず、⼦
どもが理解したと思っても、少し時間を置いて、
別の⽂脈で、繰り返す
→あやふやな記憶を定着させ、⾝体化させる

学び⼿の記号接地を促し、⽣きた知識
を創ることを助けるのが教育の役割



認知科学・発達科学の知⾒
を踏まえた３つの提⾔



提⾔１
中核概念の記号接地を保証する教育

義務教育までにすべての児童生徒が学習し
なければならない中核的な概念を明確にし、
それらについては、十分に時間をかけて、子
どもが記号接地し、意味を理解し、その知識
を様々な教科単元で使う練習をすることに
よって身体化できるようなカリキュラムとする。



補⾜
•基盤となる基礎概念がしっかり接地できていれば、
そこから⾃分で抽象の階段を上っていく⼒を⼈間
はもっている
•だから中核概念の接地には、⼗分な時間をかけな
ければならない。そこを乗り越えれば学びは加速
する。



提⾔２ 習熟度や個⼈の⽬標、興味に応
じた多様なゴール設定
１．発達には個⼈差が⼤きい。提⾔１を踏まえ、基礎・基盤の概念を
しっかり接地させ、⾝体化できるようなカリキュラムとした上で個⼈
の興味、⽬標、習熟度に合わせてメリハリをつけた学習プログラムを
児童⽣徒個⼈が設計できるような⾃由度の⾼いカリキュラム設計を学
校の判断で可能にする。

２．特に、「調整授業時数制度」による裁量的な時間は、そうした学
習にしっかりと使われるよう制度設計を進めるべき。
個⼈の興味、⽬標、習熟度に合わせてメリハリをつけた学習プログラ
ムを児童⽣徒個⼈が設計できるような⾃由度の⾼いカリキュラム設計
を学校の判断で可能にする。



（補⾜）算数・数学における基礎概念の例
• 数の「全体」の概念。⽬に⾒える具体的なモノの個数にとらわれず、任意の数、

量を「全体」としてそれを「１」として捉えることができること
• 「単位」と「量」の関係
• 割合の概念
• 分数の意味

• 分数、整数、⼩数の関係
• ⾜し算、引き算、かけ算、割り算などの基本の計算の意味
• 式を使う意味と式に使う記号の意味
• 関数の意味
• 算数・数学で使われる⽤語や動詞の⼀般的な意味との違い



提⾔３ 児童⽣徒にテイラーメードにするた
めに教師が熟達するための教師への⽀援
•記号接地を促し、⼦どもが「⽣きた知識」を⾝
につけるための⽀援のしかたを教師が探究でき
るために、教師の時間に余裕をもたせ、教師を
⽀援する
• ⼦どもの習熟度、学びの躓きの原因、強みを判断するため

のスキルの向上
• ⼦どもの特性に合わせた⽀援（⾜場かけ）を⼯夫するスキ

ルの向上



• DXで効率化して教師の時間をつくるだけ
では不⼗分

• 教師が学びの仕組みについて⼗分に必要な
知識を取得し、教材や授業の進め⽅を⾃ら
考え、探究するための理論的バックボーン
と⽅法について具体的な⽀援が必要

補⾜


